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高瀬小学校に来るお客さんは、学校とたかせっ子を

みんな褒めて帰ってくれます。それを聞く私たち職員

は、いつも幸せな気持ちになります。…しかし残念な

ことも一つあります。それは…お客さんと校内で会っ

たときに、たかせっ子からのあいさつが少なくて、ど

ちらかというとあいさつされるのを待っていることで

す。だから子ども同士のあいさつも消極的な感じにな

っています。そこで、全校で一番あいさつが素晴らし

いと思う６年の鈴木さんを、校

長が委員長に指名し、「高瀬小

学校『あいさつ』頑張ろう委員

会」を発足させました。具体的

には「あいさつポスター」を作

成してもらう。作成した人を「あ

いさつ頑張ろう委員」になって

もらい、全校でのあいさつを盛

り上げてもらうということで

す。実際に「あいさつポスター」

を作成してくれた人は３８人

で、全校の半数以上の人が“思

いをカタチ”にしてくれました。（うれしい！）

こんな感じで徐々にあいさつ運動の方も盛り上がって

きていて、特に「こんにちは！」という声が校内のあ

ちこちから聞こえてくるようになったと感じています。

そこで、たかせっ子全員に「あいさつポスターを見て

『心にひびいたポスター』を、タブレットを使って選

ぼう」ということをやってみました。（校長がタブレットを使ってみたい

ということもあったのですが…）そしてその結果を、１０月２８日（木）

の昼の放送で、放送委員から発表してもらいました。（そ

の際の放送原稿は、右ページに掲載）

学校生活の中で、あいさつが飛び交う状況も確実に

出てきていますので、今後も「あいさつをすることで

人と関わっていくことの大切さ」を、たかせっ子と職

員全員で考え、実行していきたいと思っています。眠

いままのスクールバス乗車…地域の方と会うことなく

学校の玄関に到着…これが要因なのか、学校玄関での

朝一番の「おはようございます！」は、まだまだ元気

が出せるものと考えています。

お家の中でも元気な「おはよ

うございます！」が生まれる

環境づくりを、何卒よろしく

お願いいたします。

あいさつは…

「自分から！相手の目を見

て！」でがんばりましょう！

【放送原稿】 ポスター掲示

校長先生から「あいさつ運動」

についての連絡です。

たかせっ子の皆さん。これまで

「あいさつ」運動に取り組んでく

れて、ありがとうございます。お

ととい、地域の方から嬉しいお話

を聞いたので、みなさんに伝えた

いと思います。そのお話とは次の

ようなことでした…「休みの日な

どに、高瀬小の子どもたちと道で

会うと、『こんにちは』や、『あり

がとうございます』『さようなら』

と、いつもあいさつをしてくれま

す。とても気持ちのよい、はっき

りとした大きな声で言ってもらっ

て、こちらもとっても嬉しくなっ

てきます。校長先生、本当にあり

がとうございます。高瀬小の子ど

もたちは、とても立派ですね。」

というお話でした。これを聞いた

校長先生は、とても嬉しくて、た

かせっ子のみなさんを「自慢」し

たいと思いました。地域の方から

ほめられるというのは、すごいこ

とですからね。地域の方々には、

「教えていただいて、ありがとう

ございます。これからもたかせっ子を、地域で見か

けたら、よろしくお願いします。」と話しました。皆

さん、これからもどうか「あいさつのよい、自慢の

たかせっ子」でいてください。お願いしますね。

最後に、この間、全校の皆さんに「心に響いたポ

スター」に、タブレットで選らんでもらいましたの

で、そのベスト３をお伝えしたいと思います。

まず第３位は…「６年 原田さん」でした。たか

せっ子の、２５.５％の人が心に響いたと答えてくれ
ました。第２位は…「５年 鈴木さん」です。３７.
３％の人が選んでいました。そして、３９.２％の人
が「心に響いた」と思った第１位の人は…「６年

佐藤さん」でした。おめでとうございます。そして、

思いを届けてくれてありがとうございました。ベス

ト３までには、入りませんでしたが、心を込めてポ

スターをかいてくれた「あいさつがんばろう委員」

のみなさん！本当にありがとうございました。これ

からも、「あいさつリーダー」として、あいさつをも

りあげてくださいね。よろしくお願いします。たか

せっ子のみなさん！これからも「みんなの自慢のた

かせっ子」であるように、あいさつをがんばってい

きましょう。終わります。



１０月２８日（木）の「夢キラ反省会」を最後に、

今年度の“夢キラ”が終了しました。（今年度の活動を

まとめた冊子をお渡しいたしましたが、ご覧になって

いただけたでしょうか。）今年度もまた、「太鼓」「番楽」

「踊り」どれをとってもその完成度の高さにお褒めの

言葉をいただいて、うれしい限りです。昨年度との違

いとしましては、２年ぶりに「夢キラ鑑賞会」を行う

ことができたこと、祖父母参観日に「プレ発表会」と

して完成直前の姿を見ていただいたこと、「夢キラ☆校

内体験会」として、１・２年生を対象に芸能体験会を

実施することができたことです。３年生以上の皆さん

は、これまで指導を受けていた立場から指導する立場

になるということで、これまでやってきた伝統芸能を

もっと広い視点から捉え直すよい機会となったようで

す。１・２年生の皆さんにとっては、見る側からやる

側となって、いろいろな思いが生まれたようです。感

想には…「たいこは、ぼくが前からやりたいなとおも

っていたので、きょう、たいけんかいができてよかっ

たです。（１年）」「お姉さんに、『れんしゅうしなくて

もいいくらいうまいね！』と言ってもらえてうれしか

ったです。（２年）」「来年もっとじょうずになりたいし、

がんばりたいです。じょうずになったら、教えてあげ

たいです。（２年）」来年度も、「たかせっ子」の表現力

に期待していてください！

羽後町では、食育と地産地消の観点から、羽後町

産の食材を使用した給食を実施しています。子ども

たちには、生産者の方たちと一緒に給食を食べ、直

接ふれあうことで、食と地域に対する関心と感謝の

気持ちをもってほしいと考えております。高瀬小学

校には、「田代加工研究グループ」５名の皆さんと、JA
こまち中央営農センター長さんに来ていただき、１

・２・３年生と一緒に食べてもらいました。いつも

は「もぐもぐタイム」で静かなランチルームも、楽

しい会話と笑顔がいっぱいの給食となりました。

１１月１７日（水）に、５年生１０名が、金融教

室（マネープランゲーム旅行に GO ！）を実施しま
した。子どもたちがお金やものを大切にする心や、

正しい使い方を身に付けることができるように、昨

年度から、財務省東北財務局が行ってくれている講

座です。当日は、羽後高校３年生４名の皆さんが先

生（その他に財務局の方が２名）として講座を進め

てくれました。初めて会う人同士で、会場は緊張感

で満ちていましたが、羽後高校４名の先生方の明る

い笑顔と、スムーズな進行により、笑顔の多い楽し

い時間となりました。（高瀬中学校出身の先輩も１名

いて、いろいろと話しかけてもらいました。）お金を

プランニングするというのは、今の５年生にとって

も大切なことですし、将来にとっても絶対に必要な

ことですので、実生活に直接結びつくよい教室だっ

たと思います。本日を迎えるまでには４名の先生方

も、事前準備等で本当に大変だったと思います。本

当にありがとうございました。

５月２６日（水）の運動会終了後に、全校みんなで

植えた学校花壇（サルビア・マリーゴールド）は、つ

い先日までお客様を一番最初に迎えてくれました。途

中からは、３年生が植えてくれたひまわりや、学級菜

園の花が咲いたりと、さらに高瀬小学校の環境の素晴

らしさをアピールしてくれました。

今年度も二つの花壇コンクールに応

募し、その結果が届きましたのでお伝

えします。

【第５７回 全県花だんコンクール】

【羽後町花いっぱい花壇コンクール】

努力賞 をいただきました

優
良
賞

湯沢法人会様から図書を寄

贈をしていただきました。図

書委員長の高橋さんに受け取

ってもらい、現在は職員室前

廊下においてありますので、

ぜひ読んでください。



【標語】最優秀賞 ６年 稲富 さん

「ちょっとまって！

出かける前に 火のもと指さし確認」

奨 励 賞 ５年 小沼 さん

奨 励 賞 ５年 稲富 さん

【メッセージ】優秀賞 ５年 小沼 さん

【個人の部】優秀賞 ５年 佐藤さん・お母さん

【家読の部】優秀賞 ５年 稲富さん・お母さん

優秀賞 ４年 小坂さん・お母さん

昨年度は行うことができなかった羽後町の綱引き

大会が１２月５日（日）に開催されます。高瀬小学

校からも１６名（男子８名・女子８名）の選手がエントリーして

くれました。現在、練習できる時間を見つけながら、

放課後や夜練習でがんばってくれています。写真は

練習２回目の様子ですが、その後も練習を積み重ね

てきたことで、綱を引いている姿は、「綱引き選手！」

という感じで力強く、さらにかっこいい姿勢になっ

ています。今から大会が楽しみです。

＊指導者として、武田さん、武田さん（６年保護者）、小沼

さん（５年保護者）、佐藤さん（４年保護者）に来て いただいて

おります。よろしくお願いいたします。

１０月２６日（火）に、学校支援ボランティアとして、

藤原さん、土田子さん、加藤さん、今野さんの４名の方

に、６年生の家庭科の授業に入っていただきました。ミ

シンを使って小物を制作する活動でしたが、普段あまり

使うことのないミシンなだけに、細かいところまで支援していただけたことに感謝でいっぱいでした。自分の

つくりたい小物が形になり、６年生も笑顔いっぱいでした。家庭科の授業は５年生もありますので、

この後また手伝っていただければと思っております。本当にありがとうございました。


